
平 成 ２ ２ 年 度 

 

第 １ 回  温 海 地 域 審 議 会 次 第 

 

 

日 時 平成２２年７月１日（木） 

午後２時～ 

場 所 温海庁舎 ６階大会議室 

 

 

１．開  会 

 

２．辞令交付 

 

３．副市長あいさつ 

（市側出席者の紹介） 

 

４．会長・副会長の選出 

 

５．報告事項 

(1) 総合計画三カ年実施計画について 

(2) 平成２２年度予算及び主な事業の概要について 

(3) 平成２２年度主要事業の概要(温海庁舎)について 

(4) 平成２２年度調査事項について 

(5)その他 

 

６．協議 

(1) 地域審議会協議テーマについて 

 

７．そ の 他 

 

 

６．閉  会 

 

 ＊終了後、鶴岡まちづくり塾検討報告会を開催します。 
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鶴岡市温海庁舎

平成22年度主要事業の概要



(単位:千円)

3,500
(市全体）

総務課
高齢者生活交通対策
(高齢者いきいきパス）
(新規）

市

満70歳以上の高齢者を対象に、温
海地域内全路線と温海鶴岡線、越
沢線の路線に乗車できる新たな定
期券に補助する。これにより年間
3万円で中心市街地までのバスを
利用できることになり、高齢者の
負担軽減を図る。

5,000
(市全体）

総務課

総務課

おらが自慢づくりモデル事
業
(継続）

事業実施団体

中山間地域の集落維持及び地域活
性化を図るため、地域住民が主体
となり、豊かな自然、歴史、文化
なと地域の特性・資源を掘り起こ
し、自ら知恵と工夫を凝らした先
駆的な活動に補助する。

29,283 総務課

日本海沿岸東北自動車道建
設促進事業
(継続）

交通輸送対策事業
(継続）

市
廃止路線代替バスへの運行補助を
行い、地域住民の日常生活の交通
の便を確保する。

市

新潟県村上市山北地域と共同設置
の県境地区期成同盟会を活動母体
に、建設促進大会や要望活動等を
実施し、県境部分の建設促進運動
を推し進めるとともに、鶴岡～温
海間の建設を促進する。

・平成22年7月25日に任期満了と
なる参議院議員の通常選挙を平成
22年7月に執行予定としている。
・投票区の見直しにより今回の投
票から18箇所（5減）となり、廃
止された投票所での地域限定期日
前投票所を開設する。

500
総務課
建　設
環境課

平成23年4月29日に任期満了とな
る県議会議員の選挙を平成23年4
月に執行予定としている。

57,911
(市全体）

総務課

20,102
(市全体）

総務課

市有財産改良事業
（旧温海児童館解体工事）
(新規）

参議院議員通常選挙

県議会議員選挙

いきいきまちづくり事業
(継続）

担当課事　業　内　容

市

旧温海児童館は老朽化が著しく、
敷地については民有地を賃貸借し
ている状況であることから、建物
を解体し土地所有者に返還するも
のです。

総務課
7,764

【繰越事業】

事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

事業実施団体

市民の主体的なまちづくり活動の
推進を図るため、自然、歴史、文
化など地域の持つ特性を活かし
た、いきいきとしたまちづくりの
取組みに補助する。

平成22年度主要事業の概要 温海庁舎
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担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

12
地域コミュニティ
調査研究事業
（新規）

市

市　民
福祉課

14

15
放課後児童対策事業
(継続）

市
（あつみ福祉会
に事業委託）

湯温海地内の「友心館」で小学生
を対象に授業終了後から午後6時
まで放課後児童クラブを開設。保
育料は5,500円で、きょうだいで
利用している場合は2人目以降
4,000円、長期休暇加算2,000円で
きょうだい割引1,000円（日割あ
り）。指導員を1名配置。

2,258
市　民
福祉課

総務課
温海地域自治会総合交付金
交付事業
(継続）

消防施設新設改良事業
(継続）

重度心身障害（児）者社会
参加促進事業（タクシー券
助成・ガソリン券助成）
(継続）

市

市

市

地域課題解決に向けた役割分担や
課題に対する解決策を探り、日常
的に協働(行政・自治会)作業によ
る地域コミュニティ活性化を図る
ことを目的とする。

750 総務課

総務課
58,732

(市全体）

年間24枚のタクシー券を交付し、
市と委託契約を締結しているタク
シー業者を利用した際、基本料金
相当分を助成する。また、年間12
枚のガソリン券を交付し、市と契
約締結している業者を利用した
際、1回につき800円の助成をす
る。タクシー券またはガソリン券
を選択する。対象者は身体障害者
手帳1級から3級、療育手帳A、障
害者手帳（精神）1級手帳保持
者。

14,100
(含む繰越事

業6,500)
総務課

防火水槽、消火栓の新設改良並び
に消防施設の修繕等に努め地域の
安全を確保する。

地域内自治会に対し交付金を交付
し、行政事務の円滑化及び集落の
振興並びに運営の健全化を図る。

15,377

国勢調査事業

地域情報通信基盤整備事業
（新規）

2,337

10

11

13

平成22年10月1日を基準日に国勢
調査を実施する。今回から提出方
法が変更になり、調査票の提出方
法は、調査員への封筒提出と庁舎
への郵便提出との選択性となる。

9

光ファイバー幹線網整備、公共
ネットワーク環境整備、温海地区
の地上デジタル放送受信支援施設
整備に係る設計委託料、工事費等

697,699
【繰越事業】

総務課市
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担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

高齢者生活福祉センター運
営事業
(継続）

1,576
市　民
福祉課

20

21
介護予防地域活動推進事業
(継続）

市
（地域の自主的
団体に事業委

託）

公民館等の施設を利用し、趣味活
動、軽スポーツ、保健福祉に係る
健康相談、健康教室、介護教室等
を実施して、高齢者の閉じこもり
防止や介護予防を行うことにより
生きがいをもって暮らしていける
ように支援する。また、協力員な
どの組織化により地域ボランティ
ア活動を普及する。

市
（あつみ福祉会
に事業委託）

在宅での生活に支障がある高齢者
に、一定期間住居を提供し、各種
相談、助言及び緊急時の対応を行
う。

127,581
（市全体）

市　民
福祉課

100,734
（市全体）

市　民
福祉課

3,681
市　民
福祉課

19
母子保健事業
(継続）

市

・妊婦健診料の市負担（14回分）
乳幼児健診、１歳お誕生教室、2
歳児歯科検診、幼児むし歯予防相
談、フォローアップ事業（おやこ
教室）、ことばの教室、かたつむ
りの会（療育訓練を必要とする児
の親の会）

18
予防接種事業
(継続）

市

・予防接種法に基づき、乳幼児・
児童に対し予防接種を実施する。
(ポリオ、風疹、麻疹、麻疹・風
疹混合、三種混合、二種混合）
・65歳以上の高齢者に対してイン
フルエンザ予防接種を実施する。
・結核予防法に基づき、生後6ヶ
月までの乳児にＢＣＧ接種を実施
する。

227,039
市　民
福祉課

17
成人・高齢保健事業
(継続）

市
健康教育・健康相談・訪問指導・
健康診査・健康手帳などの保健事
業を総合的に実施する。

341,797
（市全体）

市　民
福祉課

16
長徳寺保育園改築事業
(新規）

あつみ福祉会

あつみ福祉会が設置主体となり、
温海地域内の「長徳寺保育園」
「かもめ保育園」を統合し、新た
な保育園と新たに子育て支援セン
ターと放課後児童クラブを併設し
た児童施設を、旧温海中学校跡地
（市有地）に建設する事業に補助
する。長徳寺保育園は年度内に解
体する予定。定員90名。敷地面積
約5,000㎡。床面積909.73㎡。総
事業費約290,000千円。平成23年
度開所。
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担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

地産・地消の拡大事業
(新規)

市

地域で生産・収穫したものを各種
団体の連携により、地産地消の拡
大を図り、農林家の所得向上等を
図る。

25

1,00023
森の産直カー担い手
育成推進事業
(新規)

あつみ旬菜市推
進協議会

平成22年度から「森の産直カー」
の単独運行に伴い、継続的かつ円
滑な自主運営を進めるため「あつ
み旬菜市推進協議会」が取り組む
集荷・選別作業小屋、産直カー残
存価格分等の環境整備に対し支援
する。

30024

未利用ハウス・遊休農地・
後継者・担い手対策の調
査、検討事業
(新規)

未利用ハウスの分布・施設の状態
や遊休農地を調査し、今後の利活
用の対応策まで検討する。
また、後継者・担い手の実態調査
と確保対策を検討する。

市

市　民
福祉課

22
火葬場運営事業
(新規）

市

平成22年度から共同運営を行なわ
ないため、温海管内住民が村上市
山北火葬場を利用させていただく
場合、使用料は村上市管外住民扱
いとなり30,000円になるが、利用
者が負担する金額は鶴岡斎場の使
用料5,800円と同額とし、差額の
24,200円を鶴岡市が負担する。

4,050

2,655 産業課

5,710 産業課30
林道八方峰線開設事業
(継続）

市

小菅野代～湯温海へ連絡する基幹
林道として整備し、全延長8,500
ｍの内、今年度は900ｍを開設予
定で、工事主体は山形県が行い、
丈量測量と林道敷地の購入、立木
補償を鶴岡市が行なう。

29
間伐実施推進事業
（温海庁舎実施分）
(継続）

温海町
森林組合

35年生以上の間伐事業に対し補助
金を交付し、森林整備の促進と資
源の有効活用を図る。

72,000 産業課

27
鳥獣害による農作物被害
防止対策の推進
(継続)

28
林業施設整備事業補助金
(新規）

温海町
森林組合

温海町森林組合が行なう製材施設
整備事業に対し助成を行い、木材
利用の促進を図る。

市鳥獣被害防止
対策協議会

農作物の被害を未然に防止するた
め、サルの生息調査の箱ワナ設置
や自治会、猟友会、農家、ＪＡ等
と連携した「温海サル撃退ネット
ワーク」の効果的な運用、集落ご
とから選任した連絡員からの情報
をもとに猟友会が地元連絡員の現
地案内による現地での駆除を行
う。

産業課

46,263 産業課

産業課

800 産業課

3,000
(市全体)

産業課

26
中山間地域直接支払
交付金事業
(継続）

市

中山間地域における営農活動の条
件不利を補正するため、新たにス
タートする３期対策に取り組む。
Ｈ22～26年度までの５年間。
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担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

14,600 産業課33
産地市場機能強化施設
整備事業
(新規）

山形県漁業
協同組合

山形県漁協が行なう市場の改築事
業に対して助成し、産地市場機能
の強化を図る。

464
【繰越事業】

産業課

31
林道大清水線改良事業
(新規）

32
暮坪漁港修繕事業
(新規）

市
暮坪漁港の南船揚場を修繕し、船
の昇降の安全に資する。

市
管理幅員より狭隘となっている区
間（L=２４０ｍ）の拡幅改良を行
い、通行と安全の確保を図る。

42,193
【繰越事業】

産業課

国の伝統的工芸品でもある羽越し
な布の振興を図るため、後継者の
育成事業、販路開拓事業、書籍作
成事業などの取り組みに対し、補
助金を交付する。

産業課

35
あつみ観光協会振興事業
(継続）

市

あつみ観光協会の運営及び協会が
行う観光地整備、観光宣伝・誘客
等の各種事業に補助金を交付し、
温海地域の観光振興を図る。

5,700 産業課

34
羽越しな布振興事業
(継続）

市

産業課

地域振興ビジョン調査研究
(継続）

市
温海地域の振興を図るため、「お
もてなしの商店づくり」と「体験
プログラムの開発」をテーマにし
た調査研究を進める。

500 産業課

にぎわいのある温泉街
創出事業
(継続）

市

「そぞろ歩きの楽しい温泉街」の
実現に向け、観光関係者や地域住
民が取り組む活性化事業を支援す
ることで、温泉街のにぎわい創出
と観光誘客を推進する。

産業課

39
あつみ温泉実態調査事業
(新規）

市

あつみ温泉来訪者の実態調査、ま
た、地元関係団体やまちづくり活
動関係者などとの懇談会を開催
し、今後の観光戦略とまちづくり
戦略の参考に資するために、バッ
クデータの整備と地元の意識調査
を行う。

200 産業課

38
黒川能・山戸能
野外能楽開催事業
(新規）

あつみ温泉
魅力づくり
推進委員会

指定管理者である株式会社クアポ
リス温海に管理運営を委託しなが
ら、あつみ温泉の観光拠点とし
て、街のにぎわいづくりに取り組
む。

あつみ温泉の活性化を図るため、
温海川河畔に特設ステージを設置
して、黒川能と山戸能の共演事業
を実施する。このため、事業主体
となる「あつみ温泉魅力づくり推
進委員会」に対して市が補助金を
支出する。

6,075

2,183
温海温泉活性化施設
管理運営事業
(継続）

37

1,00036

360

産業課

41
雇用対策事業
(継続）

市及び
事業委託

＊８・９ページ参照 36,352 産業課

40
市

(クアポリス温
海に事業委託）

5



担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

57

280,800

55

56

23,278

52

浄化槽設置工　20基

水道部
工務課

市
高度浄水施設等整備事業
(継続）

水質の安全化対策設備の整備
対象地区　関川・菅野代・鼠ヶ関

水源地の送水ポンプ・電気計装設
備の整備改良
対象施設　温海第4水源地

水源地送水設備整備事業
(新規）

遠隔監視システム整備事業
(継続）

簡易水道の遠隔監視システムの整
備
対象地区　関川・菅野代

下水道課53

鶴岡公共下水道事業
（温海処理区）
(継続）

54 市
温海浄化センター改築工事　水処
理設備・電気設備等工事

97,900 下水道課

浄化槽市町村設置整備事業
(継続）

市

塵芥収集事業
(継続）

市 塵芥収集委託等

地籍簿及び地籍図の作成
越沢地区(上峯・下峯　調査面積
0.11㎢)

地籍調査事業
(継続）

紅葉岡住宅自転車置場改修工事

建　設
環境課

温泉管理運営事業
(新規)

建　設
環境課

5,600
建　設
環境課

17,695

6,332
建　設
環境課

市

51 市 湯之里公衆浴場改修工事

48
市営住宅新営改良事業
(継続）

市

50 市

49
市営住宅新営改良事業
(継続）

建　設
環境課

市
都市再生整備計画策定事業
(継続）

紅葉岡・柳原団地共視聴地デジ化
工事
　
地上デジタル移行に伴うアンテナ
設置、ブースター交換。紅葉岡団
地4棟・柳原団地2棟、計120戸

6,000
建　設
環境課

あつみ温泉街市道等整備のため
「まちづくり交付金」採択に向け
た計画を策定する。

434

建　設
環境課

市

市道13路線　舗装・側溝改良市 13,250
建　設
環境課

市道2路線　ガードレール等 1,700

3,054

42

43

44

道路新設改良事業
(継続）

45

市道小学校通線他1路線改良
舗装事業
(継続）

47

46
交通安全施設整備事業
(継続)

市道沢山木揚場線改良事業
(新規）

L=600m　W=4.0(5.0）m
一部現道拡幅・側溝改良　H22

市道米子線改良事業
(継続）

建　設
環境課

L=700m　W=4.0（5.0)m
舗装・側溝改良　H21～

L=360m　W=4.0（8.5）m
片側歩道　W=2.5m　　H20・22～

63,000市
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担当課事　業　内　容 事業費事 業 名
事　業
主　体

NO

通学対策事業
（継続）

58 市

スクールバスを小学校に６路線、
中学校に９路線運行する。
　市所有スクールバス　４台
　他業者へ運行委託
路線バス通学費補助

高等学校等遠距離通学生徒
交通費補助事業
（新規）

59 市

高等学校等に通学している生徒等
の就学に係る負担の軽減を図るた
め通学費の補助を行う。
対象者：朝日・温海地域で市民税
非課税の保護者

3,764

95,829 教育課

570 教育課

教育課

301,518
(市全体）

管理課
(教育課)

61

外国語教育振興事業
（継続）

市60

小学校耐震補強事業
【繰越事業】
（新規）

市
耐震化のため、温海小学校屋内運
動場の改築を行う。

各小中学校、保育園の要請に応じ
て外国語指導助手を派遣し、児童
生徒のコミュニケーション能力の
向上と英語力の向上を目指す。

小学校耐震補強事業
（新規）

市
耐震化のため、福栄小学校屋内運
動場の耐震補強工事を行う。

55,990
(市全体）

温海地域の自治公民館における公
民館活動を推進すると共に、建
物・設備の修繕、備品購入に対す
る支援。

10,769

管理課
(教育課)

62

温海さくらマラソン大会
温海トライアスロン大会
（継続）

大会実行委員会

　両大会とも25回目の記念大会。
さくらマラソン大会 4月18日
　温海温泉を中心としたコース
  約1,200人　参加予定
トライアスロン大会 7月18日
　鼠ヶ関を中心とした コース

個人200人、チーム20組 参加
予定

1,330 教育課63

教育課64

ふれあいセンター１階入口手摺り
改修工事

市
1,720

【繰越事業】
教育課

温海ふれあいセンター
改修事業
（新規）

65

公民館類似施設運営育成事
業
（継続）

市

鼠ヶ関マリーナ管理運営
（継続）

市

鼠ヶ関マリーナを山形県より指定
管理者の指定を受けハーバーマス
ターを配置し、施設を管理運営す
る。

66

67
あつみ温泉一本木スキー場
管理運営
（継続）

市
スキー場利用者の安全確保と快適
な施設利用を図るため管理運営す
る。

68
総合型地域スポーツクラブ
育成支援
（継続）

市

「あつみスポーツクラブネクサ
ス」について、地域における生涯
スポーツの拠点として育成支援を
行う。

69
温海総合運動場改修事業
（新規）

市
温海総合運動場のグラウンド改修
等を行う。

18,080
【繰越事業】

教育課

20,618 教育課

9,674 教育課

1,747
スポーツ課
(教育課)
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（別紙）

(単位:千円)

雇用期間（人数）

平成22年6月～11月（1名）

平成22年5月～7月（1名）

平成22年4月～平成23年3月（1名）

平成22年5月～10月（3名）

平成22年5月～10月（2名）

平成22年6月～11月（2名）

5

6
市

(民間事業所
に委託)

1

2

3

4

教育課
文化財、市管理施設等周辺整
備事業
（新規）

　近年国民の文化財への意識の高ま
りや観光に対するニーズが多様化す
る中で、観光振興と文化財保全の観
点から登山道の整備や案内看板等の
整備を行い、文化財の適切な保全管
理と観光客などに利便性を図るもの
である。
　また、教育委員会所管の施設周辺
の環境整備を実施し、施設の適切な
保全と管理を図る。

3,605

産業課

観光施設等環境整備事業
（継続）

市
(温海町森林
組合に事業

委託)

　温海地域を訪れる方や市民が、森
林浴や散策などの森林に親しむ機会
が増加傾向にあることから、登山道
として利用されなくなった、若しく
は未整備の登山・トレッキングルー
トの整備や新たな散策ルーとの整備
に向けた調査などを実施する。

整備ルート：温海岳(旧道)、日本
国、湯見ヶ滝など

3,610 産業課

森林整備準備事業
（継続）

市
(温海町森林
組合に事業

委託)

　後年度間伐等森林整備事業が予定
されている森林において、作業の安
全確保のため、つる切、作業路整
備、支障木除去などの準備作業を行
うとともに、間伐等の森林整備の促
進を図るための作業路開設の準備調
査を行う。

5,405

総務課

温海地区土地データ整理事業
（新規）

市

　温海地区において、土地の不整形
地評価並びに危険地評価について２
４年度の評価替にむけて、全庁的に
調整を図る必要があることから、資
料の突合を行いデータの整理・作成
を行う。

2,071 市民福祉課

消防・防災施設管理事業
（継続）

市

　無蓋防火水槽防護柵、消防ポンプ
車庫、水防倉庫等の管理を行うため
の作業員を雇用する。 729

事  業  内  容
予算額 担当課

市有財産情報整備事業
（継続）

市

　市有財産の効率的管理を行うた
め、現地の良好な管理作業を行うと
ともに、現地調査を行い、写真、図
面等の資料のデータ化を推進する。

996 総務課

緊急雇用対策事業一覧

事
業
区
分

事  業  名
(新規・継続）

事  業
主  体

緊急雇用創出事業臨時特例基金事業
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雇用期間（人数）

事  業  内  容
予算額 担当課

事
業
区
分

事  業  名
(新規・継続）

事  業
主  体

平成22年6月～11月（1名）

平成22年5月～10月（5名）

(単位:千円)

雇用期間（人数）

平成22年4月～平成23年3月（2名）

平成22年4月～平成23年3月（1名）

2

ふるさと雇用再生特別基金事業

1 産業課

観光資源発掘・活用事業
（継続）

市
(あつみ観光
協会に事業

委託)

　地域内の多くの観光資源や観光素
材の発掘と観光商品の開発を行い、
また、PR活動を強化して、観光客数
の増加を図る。

2,342 産業課

地場産加工品普及・研究事業
（新規）

市
(JA庄内たが
わに事業委

託)

　農業所得向上と、新たな「あつみ
農ブランド」としての魅力ある安全
安心な農林産加工品の商品化に向
け、地域内の農林産物を活用し、加
工品の試作及びモニタリングなどを
行い、商品化の可能性を調査・研究
する。
　試作品については、食品に限らず
工芸品等も含むもので、山の恵みな
どの地域資源を可能な限り活用し、
様々な可能性を継続して調査・研究
する必要があることから、地域の資
源に熟知し、食品加工などにも精通
している市民を継続して雇用する。

4,945

11,592 産業課

事
業
区
分

事業名
(新規・継続）

事業
主体

事業内容
予算額 担当課

林道維持管理事業
（新規）

市
(民間事業所

に委託)

　温海地域の林道に通常の維持管理
作業では困難な作業（路面補修・側
溝浚渫・崩落土砂撤去・支障木除去
等）を行い、林産物の拠出等におけ
る良好な通行の確保を図る。同時
に、間伐等の森林整備の促進を図る
ための作業路開設の準備調査を行
う。

7

8

蔵書点検整理・郷土資料整理
業務
（新規）

市

　蔵書（8,200点）の点検業務を行
い、データの整理を図る。また、寄
贈本のデータ入力、蔵書の補修・洗
浄処理を行い、貸し出しに備える。
　文化財台帳の整理、民族芸能等の
映像記録300本（8ミリ、16ミリ・ビ
デオテープ）をDVD化保存する。

1,057 教育課
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地域 地域活性化推進事業 地域課題調査 コミュニティ調査 農業農村調査

■地域振興ビジョン調査研究
 （庄内農業の道構想事業）
■ふじの里藤島の魅力アップ事業
■藤島鶴岡エコ型特別栽培米販路拡大調査
　・首都圏の学校給食の実態調査

■出羽三山・修験の里地域づくり事業
　◇門前町街並景観の保全・創造事業
　 ・歴史的風致維持向上計画作成
　◇出羽三山魅力発信協議会の補助
  ◇松ヶ岡活性化事業

■映画ロケ支援事業
　◇映画を活用した観光宣伝の強化による魅
　　力発信・経済活性化

■地域振興ビジョン調査研究
 （歴史・文化の里整備事業）
■『森田茂画伯が描いた黒川能の世界』開催
　◇森田茂画伯寄贈の黒川能の油絵、デッサ
　　ンの特別展の開催
■黒川能後継者育成事業（小中学生）
　◇囃子方の指導育成、練習用DVD制作
■グリーンツー農産物等販路拡大支援事業
　◇都市との交流事業を農産物の販売促進
　　に発展させる取組み

■市民の森・市民の渓谷振興プロジェクト
　◇朝日グリーンアドベンチャー事業補助金

■高齢者ふれあい・交流共同生活住宅整備事業
　◇「高齢者共同生活住宅」整備の検討
■森の産直カー自立支援事業
　◇森の産直カー朝日号自立支援事業補助金
■農作物被害防止対策事業
　◇電気柵等の防止器具購入補助

■地域振興ビジョン調査研究
（温海温泉の振興、海・水産業を活かした
　地域活性化など）

■あつみ温泉活性化事業
　◇温泉街を流れる温海川に舞台を仮設し
　　 てのイベント開催。
■森の産直カー自立支援事業
　◇森の産直カー温海号自立支援事業補助

●支えあう地域防
　災力調査研究事業

●地域資源再発見
　調査研究事業

●潜在的資源活用加
　工施設調査
●新エネルギー導入
　実験事業

●あつみ温泉実態調
　査
●未利用ハウス、後
　継者等調査検討

●温海庁舎懇談会開
　催

●地産・地消の拡大
　事業（朝市）

●小学校区コミュニ
　ティ広域調査

●月山麓畑作団地実
　態調査事業

●未婚化実態調査
　検討事業

●住民自治組織課題
　調査・検討事業

●農業と観光を活か
　した地域産業振興
　事業

朝日

温海

地域振興関連事業

藤島

羽黒

櫛引

●地区座談会の開催
●自主防災組織等防
　災関係団体実態調
　査

●小学校区等広域コ
　ミュニティ実態調
　査

●水稲乾田V溝直播特
　別栽培実証事業
●つや姫の里推進事
　業
●濃厚飼料自給新技
　術導入支援事業

●観光客受入れ体制
　調査事業



 

 １ 

【温海庁舎】 地域課題調査 
担当課： 産業課 事業名： あつみ温泉実態調査事業 

（地域課題の把握、調査･検討事業） 新 規 

事業の概要 

あつみ温泉を訪れる観光客の実態や地元のまちづくり関係者等の意識調査を実施し、今後

の観光戦略、まちづくり戦略のバックデータの整備を行う。 
 温泉旅館利用者の実態調査や商店（店舗）の実態調査、また、地元関係団体やまちづくり

活動関係者などとの懇談会の開催による意識調査を実施する。 
 
 
 
 
 
 
 
事業の目的 

あつみ温泉を取り巻く状況（観光客の属性、地元関係者の意識等）の把握が地域課題解決

のための施策を検討するうえで重要であることから実態調査等を実施し、そのデータを分析

することで今後の観光施策の策定に繋げ、観光客数の増を目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
期待する効果 

 あつみ温泉を訪れる観光客の属性（年齢層、性別、居住地など）を把握することにより、

より効果的な観光事業の実施や PR 活動に繋げ、観光客数の増加が期待できる。 
 また、地元関係者の意識を知ることで官民一体となった観光施策の実施や地域課題の解決

に向けた取組みをより効率的に実施できる。 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 ２ 

【温海庁舎】 地域課題調査 
担当課： 産業課 事業名： 未利用ハウス・遊休農地・後継者・担い手

対策の調査・検討事業 

（地域課題の把握、調査・検討事業） 新 規 

事業の概要 

温海地域には、育苗後のハウスが活用されないまま放置されたり、農作業機械仮保管庫に

なっているものが多く見受けられる。 

今回、未利用ハウスの分布・施設の状態・施設の賃貸が可能かなどの調査を実施し、その

未利用ハウスを活用し、どのような作付けが可能かなど利活用の対応策まで検討する。 

また、作付けを断念した遊休農地（自己保全管理地）を調査し、比較的復元可能な土地の

把握と利活用の対応策を検討する。 

さらに、後継者・担い手不足は大きな問題になっている。上記調査とあわせ、担い手の実

態把握と確保対策を検討する。 
 
 
 
事業の目的 

○ 未利用ハウスの利活用と農家所得の向上 

○ 遊休農地の解消 

○ 個人、グループ化など、後継者・担い手確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待する効果 

・ 既存のハウスを活用することによる、複合経営の推進、ハウス建設の経費削減。 

・ 年間を通した雇用の確保と、農家所得の向上。 

・ 計画的な生産による地産地消の推進。 

・ 遊休農地の解消により生産調整の推進。 

・ 後継者・担い手の確保の機会の創造。 

 

 

 

 

 

 



 

 ３ 

【温海庁舎】 コミュニティ実態調査 
担当課： 総務課 事業名： 温海地域集落懇談会開催事業 

（地域コミュニティ活性化に向けての調

査・取組みにかかる事業） 新  規 

事業の概要 

市・県では、平成 18 年度より温海地域集落の実態調査を行い、集落課題の把握のため、

自治会役員はじめ関係者より多くの意見を求めてきた。 
今後、各集落より出された意見等をどのように活かしていくか、また、今後の地域コミュ

ニティ活性化のために行政と住民がどのような役割をなすべきか？これらを探るため懇談

会を開催する。 
実態調査は次のとおり。 
・「南部中山間地域調査」（庁舎政策企画室） 
・「車座トーク」(庁舎市民福祉課) 
・「社会教育基礎調査」（本所社会教育課） 
・「自治組織調査」（本所市民生活課） 
・「過疎対策集落調査」(県) 
・「地域コミュニティ実態調査」（本所政策調整室） 
 

事業の目的 

地域課題解決に向けた役割分担や課題に対する解決策を探り、日常的に協働（行政・自治

会）作業による地域コミュニティ活性化を図ることを目的とする。 
また、このような活動を通し、地域コミュニティの担い手である関係者と職員との信頼関

係・パートナーシップの構築を図るものである。 
 
 
 
 
 

 
期待する効果 

 全職員（技能士を除く）が自治会役員と共に課題を探ることにより、集落の実態を知り、

お互いを理解し地域コミュニティ活性化に向けた協働作業が図られる。 
自治会役員・職員の懇談によりお互いの資質の向上が図られる。 

 
 
 
 
 
 
 



 

 ４ 

【温海庁舎】 農業農村課題調査 
担当課： 産業課 事業名： 地産・地消の拡大事業 

（地域農業の振興、産業活性化に向けての

調査・取組みにかかる事業） 新  規 

事業の概要 

地産地消を進めるにあたっては生産者からの直売が有効な手段であり、現在しゃりんの旬

菜市と産直カーの運行が概ねそうした役割を担っているが、産直カーについては旧市街地を

中心とした運行となっており、温海地域で生産したものを直接地元で消費するという形態に

は至っていない。 
こうした状況を踏まえ、地域住民、観光客を対象とした消費者ニーズ調査や地元飲食店、

旅館、民宿並びに学校給食等の食材ニーズ調査を行い、その調査結果に基づき地産地消の拡

大を図ることにより農林家の所得向上と観光施設の魅力づくりを推進するものである。 
○ 旬菜市(産直カー)、んめっちゃ市等の団体による地域住民・観光客それぞれを対象

とした試験販売と消費者ニーズ調査 
○ 地元飲食店や旅館、民宿並びに学校、保育園での給食における食材のニーズ調査 
○ 朝市先進地の視察（石川県輪島市） 
○ 研修会の開催 

 
事業の目的 

① 農林家の所得向上 
② 高齢農家や女性農業者の生きがい醸成 
③ 産直カーの有効活用 
④ 朝市の新たな魅力づくりと賑わいづくり 
 

 

 

 

 

 

期待する効果 

地場産の新鮮で豊富な農産物や農産加工品などを地域住民や観光地で販売することによ

り農業所得の向上が図られると共に、特に高齢農家や女性農業者の生きがいの醸成が図ら

れ、生産者と消費者との新たなコミュニケーションの場としても期待される。 
また、農産物をはじめとする商品ラインナップの充実を図ることにより朝市、道の駅しゃ

りん等の観光施設のイメージアップや活性化に寄与することができる。 
 

 

 

 

 

 




